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推論手法
課題依存型の主体学習は、入力による覚醒状態の不足な概念値について、学習意欲が発生して智識学習を行います。
自己調整型の主体学習は、新たな従属概念が生成された場合に、概念値の学習意欲が発生して智識学習を行います。

ビジネス活用例

Neural Knowledge  AI System® 

コールセンター
相談者からの新しく発生する
課題と対策を常に学習して
最新の情報環境を提供する。

知財継承活用
企業の複雑に変化する知財
の情報を学習しながら、最新
な知財情報を継承活用する。

専門技術仮想労働者
人と共同で作業を行うための
操作や手順を常に学習して
労働者の支援や作業を行う。

主体学習人工知能
（ＡＩ花図鑑）

花図鑑に新しい知識を教えると、
人工知能が足らない情報を質問をして学習します。
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